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６月２日㈫ 18:00～20:00
いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ）・１階ホール

６月６日㈯～（観光振興課は６月８日㈪～）
コンビニエンスストア（サークルＫ、サンクス、ローソン、
ミニストップ、ファミリーマート、セブンイレブン）、中
日新聞販売店、観光振興課、市のホームページ

※延期となった場合は、８月３日㈪・午後５時まで、購入し
ていただいた場所で払い戻しをします。

※３歳未満の子どもは、各席とも２人までは無料です。
※３歳以上の子どもは１人として扱います。

事 業 費〔平成27年度〕　約8,329万円（うち市負担額4,800万円）
観覧者数〔平成26年度〕　約23万人

伊
勢
市
制
施
行
10
周
年
記
念

観
光
振
興
課
内
・
伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会
事
務
局

（
☎
㉑
５
５
４
２
）

※
大
雨
・
強
風
・
河
川
増
水
時
は
、
９
月
12
日
㈯
に
延
期
し
ま
す
。

と
こ
ろ

と
　
き

宮
川
河
畔（
度
会
橋
上
流
）

７
月
18
日
圡 

午
後
７
時
20
分
～

観覧席
６人用【Ｂ・Ｃ席】…15,000円
４人用【Ｅ席】……  10,000円
２人用【Ｐ席】………  6,000円

個人自由観覧席

【Ｇ席】…1人1,500円

６月２日㊋から 有料観覧席を販売!
度会橋度会橋

至 伊勢市駅➡至 伊勢市駅➡

⬅至 松阪⬅至 松阪

立
ち
入
り
禁
止

立
ち
入
り
禁
止

ＢＢ

ＰＰ

ＧＧ

打
ち
上
げ
場
所

打
ち
上
げ
場
所

有料観覧席【２人用】
6,000円

有料観覧席【６人用】
15,000円

有料個人自由
観覧席
１人 1,500円

有料観覧席【６人用】
15,000円

有料観覧席
【４人用】
10,000円

ＣＣ
ＥＥ

販売日時・場所（先着順に販売）

第
63
回 

伊
勢
神
宮
奉
納

全
国
花
火
大
会
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　消費税率の引き上げに際し、所得が低い人への影響を緩和するため、平成27年度も引き続き「臨

時福祉給付金」が支給されることとなりました。

対　象　平成27年度分市民税（均等割）が課税されない人
※平成27年度分市民税（均等割）が課税される人の扶養に入っている場合や、生活保護受

給者などは対象外です。

給付額　１人につき6,000円（１回限り）
申請先　平成27年１月１日（基準日）時点で住民登録のある市区町村
※伊勢市では現在、申請・支給手続きの準備中です。給付時期や申請方法などが決まり次第、「広

報いせ」や市のホームページなどでお知らせします。

　平成27年６月分の児童手当（特例給付を除く）の受給者および一定の要件を満たす人に

対しては、「子育て世帯臨時特例給付金」を支給する予定です。対象となる見込みの人には、

児童手当の現況届に給付金申請欄を追加して６月上旬に案内などを送付します。

給付額　対象児童１人につき3,000円（１回限り）
問い合わせ先　こども課（☎㉑５５６１）

　臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付

金の給付をかたった「振り込め詐欺」や「個

人情報の詐取」にご注意ください。

　自宅や職場などに、市や厚生労働省の職員

などをかたった電話がかかってきたり、不審

な郵便物が届いたりしたら、迷わず、伊勢警

察署（☎⑳０１１０）または警察相談専用電話
（＃９１１０）へご連絡ください。

●市や厚生労働省などがＡＴＭ（現金自動預払
機）の操作をお願いすることや、手数料など
の振り込みを求めることは絶対にありません。

●現時点では、市の職員が皆さんの世帯構成や
口座番号などの個人情報を照会することはあ
りません。

●ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振
り込んでもらうことは絶対にできません。

子育て世帯臨時特例給付金

●厚生労働省「臨時福祉給付金」ダイヤル●厚生労働省のホームページ

（土・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後６時）☎0570-037-192http://www.2kyufu.jp/

臨時福祉給付金制度 について詳しくは…

平成27年度も

臨時福祉給付金（簡素な給付措置）を支給
福祉総務課（☎㉑５６４１）

予算額〔平成27年度〕　１億4,595万６千円（全額が国からの補助金収入）

予算額〔平成27年度〕　4,800万円（全額が国からの補助金収入）

振り込め詐欺にご注意！
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・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
店
で
席

を
外
す
と
き
や
、
手
荷
物
を
置

い
て
記
念
撮
影
す
る
と
き
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

車
上
狙
い
の
被
害

　

駐
車
中
の
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を

割
る
な
ど
し
て
、
車
内
か
ら
金

品
な
ど
を
盗
む
の
が
車
上
狙
い

で
す
。

車
上
狙
い
対
策

・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
、
窓
ガ
ラ

ス
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

・
車
内
に
金
品
や
バ
ッ
グ
な
ど

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
金
品
が
入
っ
て
い

る
と
連
想
さ
せ
る
た
め
、
上
着

な
ど
も
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ズ
ボ
ン
の
後
ろ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

は
入
れ
ず
、
体
の
前
面
で
持
ち

ま
し
ょ
う
。

・
不
要
な
大
金
は
持
ち
歩
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ッ
グ
の
開
け
っ
放
し
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

・
電
車
内
な
ど
で
寝
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
歩
き
な
が
ら
携
帯
電
話
の
操

作
を
し
て
い
る
と
き
や
、
食
事

中
、
会
話
中
な
ど
も
知
ら
ぬ
間

に
被
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

置
き
引
き
の
被
害

　

ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
隙
に

荷
物
な
ど
を
持
ち
逃
げ
す
る
の

が
置
き
引
き
で
す
。

置
き
引
き
対
策

・
バ
ッ
グ
な
ど
は
で
き
る
だ
け

身
に
着
け
る
か
、
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
な
ど
へ
預
け
ま
し
ょ
う
。

　

過
ご
し
や
す
い
陽
気
に
な

り
、
行
楽
地
な
ど
へ
出
掛
け
る

機
会
が
増
え
ま
す
が
、
人
が
多

く
集
ま
る
場
所
な
ど
で
は
犯
罪

被
害
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
せ
っ
か
く
の
お
出
掛
け
が

台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
い
、
金

銭
的
・
精
神
的
な
負
担
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
よ
う
な
犯
罪
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

す
り
の
被
害

　

人
混
み
に
い
る
と
き
や
、
何

か
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
隙

に
、
衣
服
な
ど
か
ら
金
品
な
ど

を
盗
み
取
る
の
が
す
り
で
す
。

す
り
対
策

・
財
布
な
ど
の
金
品
な
ど
は
、

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の

犯
罪
被
害
に
注
意

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

◆
伊
藤
代
表
の
思
い

　

町
民
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
の

継
続
に
よ
っ
て
、「
犯
罪
の
な

い
ま
ち
・
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う
委
員
会
の
結

成
の
趣
旨
は
守
ら
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
住
ん
で
い
る
こ
と

を
喜
べ
る
町
」
を
目
指
し
、
引

き
続
き
活
動
を
継
続
し
、
強
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
曽
祢
町
ま
つ
り
、
清
川
太

鼓
、
防
災
訓
練
と
い
っ
た
活
動

や
、
つ
ゆ
く
さ
会
な
ど
の
地
域

団
体
の
協
力
を
得
て
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
町
民
の

防
犯
委
員
会
活
動
へ
の
理
解
・

協
力
が
得

ら
れ
る
よ

う
に
努
力

し
て
い
き

た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

◆
結
成
の
経
緯

　

昭
和
50
年
代
に
曽
祢
１
丁
目

と
２
丁
目
の
振
興
会
が
連
合

し
、「
曽
祢
町
連
合
町
会
」
を

組
織
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
ご

ろ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
気
運
が
高

ま
り
、
平
成
19
年
４
月
に
「
曽

祢
町
防
犯
委
員
会
」
を
結
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年
に

は
市
か
ら
防
犯
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
、
防
犯
用
品
を
整

備
し
、
本
格
的
に
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容

　

「
安
全
・
安
心
な
町
」「
住
ん

で
い
る
こ
と
を
喜
べ
る
町
」
な

ど
の
活
動
方
針
に
沿
っ
て
、
月

の
活
動
回
数
を
決
め
、
日
中
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
６
月
の
「
高
柳

の
夜
店
」
の
時
期
は
、
夜
間
の

パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
か
ら
は
新
体
制

と
な
り
、
連
合
会
役
員
・
各
専

門
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
合

わ
せ
た
25
人
で
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

曽
祢
町
防
犯
委
員
会

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介

市内の主な窃盗犯の件数（平成27年１～３月暫定値）
区　　　分 件数（対前年比）

侵入盗犯
空き巣狙い 16件（±０件）

忍び込み ３件（＋３件）

非侵入盗犯

自動車盗 １件（－１件）

オートバイ盗 ５件（－１件）

自転車盗 22件（－25件）

ひったくり ０件（±０件）

車上狙い 20件（±０件）

部品狙い ７件（－４件）

防犯活動の様子
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・
燃
え
る
ご
み
に
出
す
量
を
減

ら
す（
水
切
り
・
乾
燥
を
行
う
、

生
ご
み
処
理
機
を
活
用
す
る
な

ど
）

※
生
ご
み
の
他
、
詰
め
替
え
商

品
の
利
用
や
、
故
障
品
の
修
理

な
ど
、
ご
み
を
作
り
出
さ
な
い

よ
う
に
意
識
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

注
射
針
な
ど
の
感
染
性
医
療

廃
棄
物
の
適
切
な
処
理
を

　

家
庭
で
使
用
し
た
イ
ン
ス
リ

ン
な
ど
の
注
射
針
が
、
家
庭
ご

み（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
収
集
網
な
ど
）
に
混
入
し
て

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
射
針
な

ど
の
感
染
性
医
療
廃
棄
物
は
、

家
庭
ご
み
と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
。

　

適
切
な
ご
み
の
分
別
や
事
故

防
止
の
た
め
、
受
診
し
て
い
る

医
療
機
関
へ
返
却
し
、
適
切
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
作
ら
な
い
生
活
を

　

平
成
26
年
度
に
市
が
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
各
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
燃
え
る
ご
み
の
う

ち
、
生
ご
み
は
42
・
８
％（
重

量
比
）を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

効
果
的
に
生
ご
み
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
発
生
す
る
生
ご
み

の
量
自
体
を
抑
え
る
、
次
の
よ

う
な
工
夫
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

・
未
利
用
食
品
を
減
ら
す（
食

品
は
必
要
な
量
だ
け
買
う
な

ど
）

・
調
理
く
ず
を
減
ら
す（
今
ま

で
捨
て
て
い
た
野
菜
・
果
物
類

の
皮
な
ど
も
調
理
す
る
な
ど
）

・
残
飯
を
減
ら
す（
料
理
を
作

り
過
ぎ
な
い
、
残
さ
ず
に
食
べ

る
な
ど
）

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
ご
み

　

毎
日
の
暮
ら
し
を
快
適
に
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ

ま
な
物
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
利
用
し
た
後
に
発
生
す
る

ご
み
の
量
が
多
い
ほ
ど
、
そ
の

処
理
が
自
然
環
境
に
与
え
る
負

担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

処
理
に
要
す
る
市
の
業
務
と
、

そ
れ
に
掛
か
る
経
費
も
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
発
生
す
る
ご

み
を
減
ら
し
、
こ
れ
か
ら
の
地

球
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
一
人
一
人
の
ご
み
の
減
量

化
と
、
適
切
な
資
源
物
の
分
別

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

資
源
物
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

部
の
審
査
員
が
中
立
・
公
平
な

立
場
に
立
っ
て
、
組
織
全
体
の

運
営
管
理
や
組
織
が
提
供
す
る

医
療
な
ど
、
所
定
の
項
目
に
沿

っ
て
病
院
の
活
動
状
況
を
評
価

す
る
も
の
で
す
。評
価
の
結
果
、

一
定
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
認
定
を

受
け
ま
す
。

　

当
院
で
は
、「
一
般
病
院
」

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」

「
慢
性
期
病
院
」
の
３
つ
の
機

能
を
持
つ
病
院
と
し
て
、
認
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
通
じ
て
、
医
療
の
質
・
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
目
的
で
す
。
今
後
も
地
域

に
貢
献
で
き
る
医
療
を
目
指

し
、
職
員
一
同
、
日
々
研
さ
ん

し
て
い
き
ま
す
。

　

伊
勢
総
合
病
院
で
は
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
、

患
者
さ
ん
が
安
心
・
信
頼
し
納

得
で
き
る
診
療
・
療
養
環
境
を

提
供
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
部

門
の
枠
を
超
え
て
い
く
つ
か
の

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
「
医
療
の

質
向
上
委
員
会
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
業
務
を

見
詰
め
直
し
、
改
善
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
伊
勢
総
合
病
院
が

持
っ
て
い
る
機
能
や
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
常
に
進
化
し

続
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
が
実
施
す
る
「
病
院
機

能
評
価
」
の
審
査
を
受
け
ま
し

た
。
病
院
機
能
評
価
と
は
、
外

医
療
の
質
向
上
委
員
会

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
㉛

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

　

 

ご
み
の
減
量
と
、
適
切
な
分
別
を 　

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

家庭ごみに混入した注射針
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家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ低カロリー・
バランス食

豚肉となばなの煮物
材料（２人分）

作り方

１　豚肉は食べやすく切り、酒大さじ1/2を振る。
２　なばなはたっぷりの湯でさっとゆで、冷水に取り、３～４

cmの長さに切る。
３　鍋にだし汁を煮立て、Aを加える。再び煮立ったら１を加え、

菜箸でほぐしながら煮る。豚肉の色が変わったら、あくを取
り、２を加えて１分ほど煮る。

４　３を器に盛り、残った煮汁にお好みで練りがらしを混ぜて掛
ける。

　主食（ご飯・パン・麺類など）・主菜（魚・肉・卵・大豆製品）・副菜（野菜・海藻・
きのこ類）を毎食そろえると、簡単にバランスの良い食事を取ることができます。
　副菜の野菜料理から食べると、食べ過ぎを防いで、肥満予防に効果が期待でき
ます。また、間食として果物や乳製品を取りましょう。
※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

一口メモ 今回のレシピのテーマは　「バランス食」です。

１人分の栄養価
133kcal ／たんぱく質14.1g／脂質3.5g／塩分1.8g

健康課（☎㉗２４３５）

豚もも薄切り肉････････ 100ｇ
酒･････････････････大さじ1/2
なばな････････････････ 100ｇ
だし汁････････････････ 200cc

　　酒･･････････････大さじ１
　　みりん･･････････大さじ１
　　薄口しょうゆ････大さじ１
練りがらし･･････････････少々

A
副菜：
ひじきとにらの
和風マヨネーズかけ

副菜：
椎茸入り
かき玉スープ

主菜：
豚肉となばなの煮物

市のホームページでバックナンバーを見ることができます
市のホームページ －「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

家庭で実践!肥満予防のおすすめレシピ 

伊勢市のホームページでバックナンバーも見ることができます 

⇒ http://www.city.ise.mie.jp 「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」 

豚肉となばなの煮物 

※現在、治療中の方は、かかりつけの医療機関の指示を守ってください。 

1 人分の栄養価   

133kcal ／たんぱく質 14.1g／脂質 3.5g／塩分 1.8g 

一口メモ   今回のレシピのテーマは 「バランス食」です。 

主食（ご飯、パン、麺類など）・主菜（魚・肉・卵・大豆製品）・副菜（野菜・海藻・きのこ類）を 

毎食そろえると簡単にバランスの良い食事を取ることができます。 

副菜の野菜料理から食べると、食べ過ぎを防いで、肥満予防に効果が期待できます。 

間食として果物や乳製品を取りましょう。

材料（2 人分) 

豚もも薄切り肉

酒 

なばな 

だし汁 

１００ｇ

大さじ 1/2

１００ｇ

２００cc

A 酒 

  みりん 

  薄口しょうゆ 

練りからし 

大さじ１

大さじ１

大さじ１

少々

作り方 
１ 豚肉は食べやすく切り、酒大さじ 1/2 を振る。 
２ なばなはたっぷりの湯でさっとゆで、冷水に取り、

３～４cm 長さに切る。 
３ 鍋にだし汁を煮立て、A を加える。再び煮立った

ら１を加え、菜箸でほぐしながら煮る。豚肉の色
が変わったらアクをとり、２を加えて１分程煮る。 

４ ３を器に盛り、残った煮汁にお好みで練りからし
を混ぜてかける。 

 

（主菜）豚肉となばなの煮物 

（副菜）ひじきと
にらの和風マヨ
ネーズかけ 

（副菜）椎茸入り 
かき玉スープ 

ご飯 

に
消
費
者
側
で
も
事
前
に
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
、
気
付
い

た
点
が
あ
れ
ば
申
し
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
の

衣
類
を
受
け
取
る
際
に
も
、
付

属
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
、
仕

上
が
り
は
良
い
か
、
事
前
確
認

の
と
き
に
は
な
か
っ
た
異
常
が

な
い
か
な
ど
を
、
す
ぐ
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
の
保
管
に
つ
い
て

は
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
外
し

て
陰
干
し
し
た
後
、
乾
燥
し
た

光
の
当
た
ら
な
い
場
所
に
保
管

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

木
々
の
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ト
や
セ

ー
タ
ー
な
ど
の
冬
物
を
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
出
す
機
会
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
衣
類
を
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
出
す
際
に
は
、
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
点

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
付
い
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
な
い
か

・
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
物
が
入
っ

て
い
な
い
か

・
ベ
ル
ト
や
付
け
襟
な
ど
の
付

属
品
が
な
い
か

・
ボ
タ
ン
の
欠
落
は
な
い
か

・
衣
類
の
変
色
・
退
色
や
、
こ

す
れ
・
破
れ
な
ど
の
異
常
は
な

い
か

　

こ
の
よ
う
な
確
認
は
受
け
付

け
の
際
に
も
行
わ
れ
ま
す
が
、

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
の
た
め

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成27年度〕
1,000万４千円（うち県補
助金572万７千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心
‼
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共
感
し
て
も
ら
え
る
仲
間
が

い
る
こ
と
で
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

じ
ゃ
な
い
」
と
実
感
で
き
、
も

と
も
と
持
っ
て
い
る
健
康
な
こ

こ
ろ
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
、
元

気
に
柔
軟
に
生
き
て
い
け
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
ろ
の

病
を
抱
え
た
家
族
の
こ
と
を
も

っ
と
理
解
し
た
い
と
来
ら
れ
る

方
も
い
ま
す
。

　

心
来
は
、
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
て
い
る
人
た
ち
が
気
軽
に
来

ら
れ
る
よ
う
、
伊
勢
保
健
所
や

伊
勢
市
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
、

つ
ど
い
場
「
縁

え
に
し

の
家
」
の
協
力

を
得
て
開
催
さ
れ
る
精
神
保
健

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
卒
業
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

運
営
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

い
せ
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

　

こ
こ
ろ
の
病
・
い
せ
い
こ
い

の
会
「
心
来
」
は
、
平
成
22
年

12
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
毎
月

第
１
・
３
水
曜
日
の
午
後
、
こ

こ
ろ
の
病
を
抱
え
た
人
や
、
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
た

ち
が
、「
安
心
し
て
出
掛
け
ら

れ
る
場
」「
笑
顔
と
悩
み
を
共
有

で
き
る
場
」「
仲
間
づ
く
り
」
な

ど
を
目
的
に
、
ゆ
っ
く
り
く
つ

ろ
ぎ
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
の
話
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
が
通
所
し
て
い
る
作
業
所

の
こ
と
や
、
就
労
、
障
害
者
年

金
の
こ
と
、
ま
た
、
処
方
さ
れ

て
い
る
薬
や
飲
み
方
、
生
活
の

こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
家
族
や
友
達
に
も
分
か
っ

て
も
ら
え
な
い
よ
う
な
こ
と

も
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
仲
間
が
受
け
止
め
て
く
れ

る
の
で
、
安
心
し
て
話
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

資
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
実
績
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

面
白
い
ア
イ
デ
ア
で
寄
付
金

な
ど
を
募
集
し
て
お
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
い
る

と
、
寄
付
し
て
み
た
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
興
味
が
あ

れ
ば
、
一
度
調
べ
て
み
ま
せ
ん

か
。

は
あ
り
ま
し
た
。
大
き
く
分
け

る
と
、
金
銭
的
見
返
り
を
求
め

て
出
資
す
る
「
投
資
型
」、
金

銭
的
見
返
り
を
求
め
な
い
「
寄

付
型
」、
何
か
を
購
入
し
た
り

何
か
の
権
利
を
も
ら
え
た
り
す

る
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

「
購
入
型
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
多
く
の
市
民
活

動
団
体
が
、
活
動
資
金
集
め
に

こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
取
り
組
み
始
め
て
い
ま

す
。
気
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
資
金
集
め
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
随
分
と

便
利
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で

も
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
お
金
を
集
め
る

方
法
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
取
り
組
み

代
表　

杉
谷
い
ず
み

こ
こ
ろ
の
病
・
い
せ
い
こ
い
の
会
「
心し

ん

来ら
い

」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.57

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ４コマ劇場
パ
ル
テ
ィ
、
ど
う
し
た
の
？

ど
う
し
た
の
？
パ
ル
テ
ィ
。

た
め
息
ば
か
り
つ
い
て
。　

え
っ
花
占
い
!?

恋
し
た
の
？　

あ
〜
あ
…
残
念
。 　

こ
の
恋
実
ら
な
い
ね
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料〔
平
成
27
年
度
〕

約
１
１
９
２
万
４
千
円

利
用
人
数〔
平
成
26
年
度
〕

６
万
５
６
２
６
人



7 広報いせ ●平成27年５月15日号

市民交流課（☎㉑５５１３）

　一人一人が生き生きと輝ける社会（男女共同参画社会）を形成するためには、自分と
価値観や立場の違う人を理解することが必要です。
　今回は、最近よく耳にする ｢モラルハラスメント（モラハラ）」について考えます。

めざそや！共同参画㉑

あ
な
た
は
、
身
近
な
誰
か
を

上
下
関
係
で
見
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

は
、
自
分
よ
り
立
場
の
弱
い
人

に
、
継
続
的

4

4

4

に
精
神
的
な
苦
痛

を
与
え
る
こ
と
で
す
。

　

加
害
者
は
自
覚
を
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
日
常
の
何
げ
な
い
や

り
と
り
の
中
で
、
相
手
を
見
下

し
、
お
と
し
め
ま
す
。
身
近
な

誰
か
の
言
動
の
中
に
非
難
で
き

る
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
、
そ
こ

を
陰
湿
に
指
摘
す
る
な
ど
し
て

優
越
感
に
浸
ろ
う
と
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
モ
ラ
ハ
ラ
は
、
夫

婦
、
友
人
、
恋
人
な
ど
、
ど
ん

な
関
係
で
も
起
こ
り
ま
す
。
ま

た
、
職
場
の
力
関
係
を
利
用
し

た
嫌
が
ら
せ（
パ
ワ
ハ
ラ
）、
性

的
嫌
が
ら
せ（
セ
ク
ハ
ラ
）、
妊

娠
・
出
産
に
関
す
る
嫌
が
ら
せ

（
マ
タ
ハ
ラ
）も
、
モ
ラ
ハ
ラ
の

仲
間
で
す
。

　

自
分
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
、
相
手
を
見
下
す
よ
う
な

言
動
を
と
っ
て
い
な
い
か
ど
う

か
、
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
で
出
掛
け
る
と

き
に
、
夫
は
自
分
の
支

度
を
さ
っ
さ
と
済
ま
せ

て
車
に
乗
り
、
イ
ラ
イ

ラ
し
な
が
ら
ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
鳴
ら
す
…
な

ど
、
ど
こ
で
も
見
掛
け

る
光
景
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

こ
の
よ
う
な
態
度
を

と
っ
た
り
、「
お
前
は

い
つ
も
グ
ズ
だ
な
」
な

ど
と
繰
り
返
し
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
妻

は
「
自
分
は
駄
目
な
人

間
だ
」
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
妻
は
最
初
の

こ
ろ
は
言
い
返
し
た

り
、
自
分
の
意
見
を
言

っ
た
り
し
ま
す
が
、
余

計
に
怒
ら
せ
て
し
ま
う

の
で
、
徐
々
に
顔
色
を

う
か
が
い
な
が
ら
生
活

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
モ
ラ

ハ
ラ
を
受
け
続
け
る

と
、
抑
う
つ
や
不
安
、

混
乱
、
緊
張
が
続
き
、

心
の
病
を
発
症
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
に
も
、
本
人
が
モ
ラ
ハ

ラ
の
被
害
に
早
め
に
気
付
き
、

加
害
者
の
支
配
か
ら
抜
け
出
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
モ
ラ
ハ
ラ

被
害
に
遭
っ
て
い
る
人
は
、
悪

い
の
は
自
分
で
は
な
く
「
問
題

は
相
手
に
あ
る
」
と
い
う
視
点

を
な
か
な
か
持
て
ま
せ
ん
。

　

相
手
の
言
葉
だ
け
で
な
く
、

態
度
や
表
情
の
中
に
も
威
圧
感

を
感
じ
た
り
、
気
に
な
る
点
が

あ
れ
ば
、
専
門
機
関
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

モラハラとは、精神的な暴力であり、人権侵害です！

□店員や後輩に偉そうな態度をとる 
□自分の考えを押し付けがちである 
□素直に謝ることができない 
□誤りを指摘されたら、気分を害する 
□他人の成功話や幸福なニュースを嫌がる、見下す 
□ストレス発散法を持っていない 
□相談できる友人やコミュニティーを持っていない

モラハラ予備軍チェックリスト 客をいつまで
待たせるのよ！
のろまね！

ガミガミ

そんなことも
分からないのか！

俺がいないと
お前は何も

できないんだな！

お前は
グズだな！

私って、
駄目な人間
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人
も
い
る
し
、
足
の
長
さ
が
違

い
、
左
右
ば
ら
ば
ら
の
靴
を
は

い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
も

し
、
友
だ
ち
か
ら
嫌
な
こ
と
を

言
わ
れ
た
ら
嫌
だ
し
、
学
校
へ

通
う
こ
と
も
嫌
に
な
る
だ
ろ
う

し
、
み
ん
な
と
学
校
生
活
を
楽

し
く
送
れ
て
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

人
は
言
葉
一
つ
で
人
を
傷
つ

け
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
逆
に

幸
せ
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
私
は
今
ま
で
み
ん
な
に
幸

せ
な
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
た

の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。
病
気

は
と
て
も
嫌
な
こ
と
だ
け
ど
、

こ
の
病
気
に
よ
っ
て
他
の
人
よ

り
、
み
ん
な
の
や
さ
し
い
部
分

を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き

た
し
、
少
し
だ
け
「
よ
い
経
験

か
な
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
今
ま
で
、
み
ん
な
に
幸

せ
な
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た

の
で
、
今
度
は
私
が
人
の
気
持

ち
や
痛
み
の
分
か
る
、
幸
せ
な

言
葉
を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
る
人

に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

将
来
は
こ
の
経
験
を
生
か
し
た

仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て

く
れ
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
嫌
味

を
言
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
「
お
い
、
お
前
背

中
は
大
丈
夫
な
ん
か
？
」
と
か

女
子
の
中
で
は
毎
日
の
よ
う
に

「
背
中
大
丈
夫
？
無
理
せ
ん
で

い
い
で
な
。」
と
心
配
し
て
く

れ
ま
す
。
私
は
み
ん
な
に
打
ち

明
け
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
は
み
ん
な
と
生

活
し
て
い
く
中
で
た
く
さ
ん
迷

惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
掃
除
を
す
る

時
に
床
を
拭
く
こ
と
が
難
し
か

っ
た
り
、
落
と
し
た
消
し
ゴ
ム

が
取
り
に
く
か
っ
た
り
し
ま

す
。
で
も
み
ん
な
は
、
嫌
な
顔

ひ
と
つ
せ
ず
に
、
消
し
ゴ
ム
を

拾
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
す

ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

　

私
は
今
で
も
病
院
に
通
っ
て

い
ま
す
。
す
る
と
、
私
の
よ
う

な
側
弯
症
に
か
か
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

中
に
は
生
ま
れ
つ
き
曲
が
っ
て

い
て
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る

の
は
側そ

く
わ
ん弯
症
と
い
う
も
の
で
し

た
。
で
も
そ
の
時
に
は
全
然
実

感
が
な
く
、「
へ
ー
。」
と
思
っ

た
だ
け
で
し
た
。

　

家
に
帰
っ
た
後
、
両
親
と
話

を
し
て
い
く
う
ち
に
病
気
に
つ

い
て
分
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

側
弯
症
と
は
、
背
骨
が
ど
ん
ど

ん
ね
じ
曲
が
っ
て
い
く
病
気
で

す
。
で
も
、
自
分
の
中
で
は
説

明
を
聞
い
て
も
そ
ん
な
こ
と
言

っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う

思
い
が
心
の
中
に
は
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
次
に
病
院
へ
行
く

と
、
症
状
は
進
行
し
て
い
て
、

装
具
を
つ
け
る
か
ど
う
か
を
決

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
私
は
、
装
具
な
ん
て

絶
対
に
嫌
だ
し
、
友
だ
ち
に
も

ど
う
思
わ
れ
る
か
が
と
て
も
不

安
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何

度
も
両
親
と
話
し
合
い
、
将
来

の
こ
と
を
考
え
、
つ
け
る
こ
と

を
決
心
し
ま
し
た
。
で
も
、
ま

た
そ
こ
で
問
題
が
発
生
し
、
こ

の
こ
と
を
か
く
し
な
が
ら
学
校

生
活
を
送
る
か
、
み
ん
な
に
打

ち
明
け
て
分
か
っ
て
も
ら
う
か

を
す
ご
く
悩
み
ま
し
た
。
学
校

の
先
生
は
、
私
の
病
気
に
つ
い

「
た
く
さ
ん
の
経
験
」

（
中
学
２
年
生
）

　

私
の
学
校
は
制
服
登
校
で
す

が
、
私
は
体
操
服
で
登
校
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
装
具
を
つ

け
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
は
中

一
の
夏
に
背
中
の
異
変
に
気
づ

き
、
慌
て
て
病
院
へ
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
先
生
に
言
わ
れ
た

　

学
校
で
の
人
権
学
習
の
取
り

組
み
の
中
か
ら
、
今
回
は
中
学

生
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

＊

　
　
　

＊

　
　
　

＊

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

学校教育課（☎㉒７８８３）

平
成
26
年
度
人
権
作
文
集

「
人
権
の
芽
」
か
ら

広
告
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工
業
高
等
学
校
の
造
船
科
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
場
所

の
関
係
で
一
部
の
紹
介
と
な
り

ま
す
が
、残
さ
れ
た
資
料
か
ら
、

造
船
が
発
達
し
て
き
た
町
の
歴

史
や
、
先
人
の
偉
業
に
触
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
展
示
替
え
で
休
館
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

史
の
解
明
に
つ
な
が
る
歴
史
資

料
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
「
実
は
そ
れ
、
大
湊
が

日
本
初
な
ん
で
す
！
」
と
い
う

こ
と
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

市
川
造
船
所
は
明
治
末
期
か

ら
大
正
期
に
か
け
て
、
西
洋
型

と
動
力
化
の
新
し
い
取
り
組
み

に
よ
り
、
西
洋
型
漁
船
の
注
文

が
集
ま
り
、
評
価
を
高
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
漁
船
と
し
て
日

本
初
の
発
動
機
船
「
冨
士
丸
」

（
明
治
39
年
）を
建
造
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
造
船
の
近
代
化
が
進

む
中
、
造
船
工
の
確
保
と
資
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
長
や

尋
常
小
学
校
長
ら
が
発
起
人
と

な
り
、
日
本
初
の
造
船
中
堅
技

術
者
養
成
機
関
と
し
て
「
大
湊

工
業
補
習
学
校
」（
明
治
29
年
）

を
創
設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

後
に
大
湊
の
造
船
業
を
担
う
多

く
の
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

こ
の
学
校
は
、
大
湊
造
船
徒
弟

学
校
、
宇
治
山
田
市
立
工
業
学

校
な
ど
の
変
遷
を
経
て
、
伊
勢

　

現
在
は
、
平
成
26
年
２
月
に

市
へ
寄
贈
さ
れ
た
旧
市
川
造
船

所
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

大
湊
は
伊
勢
湾
に
面
し
た
良

港
で
、
古
く
か
ら
造
船
が
発
達

し
、
豊
臣
秀
吉
の
「
日
本
丸
」

を
は
じ
め
日
本
の
歴
史
に
残
る

船
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
川
造
船
所
は
元
禄
15（
１

７
０
２
）
年
の
創
業
と
伝
え
ら

れ
、
大
湊
地
区
で
も
最
も
古
い

造
船
所
の
一
つ
で
す
。
残
さ
れ

た
膨
大
な
資
料
は
、
近
代
造
船

　

今
回
は
、文
化
振
興
課
か
ら
、

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
中

の
企
画
展
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
で
す
。

　

伊
勢
市
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー

は
、
岡
本
に
あ
っ
た
市
立
郷
土

資
料
館
の
閉
館
後
の
展
示
施
設

と
し
て
、
平
成
24
年
に
小
俣
総

合
支
所
１
階
の
一
角
に
開
設
し

ま
し
た
。
庁
舎
内
の
限
ら
れ
た

場
所
で
、
資
料
館
の
内
容
に
は

及
び
ま
せ
ん
が
、
随
時
企
画
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

伊勢まるごと

文化振興課内・伊勢まるごと博物館ネット
ワーク会議事務局（☎㉒７８８５）

博物館だより 31

郷
土
資
料
館
の
閉
館
後
、

随
時
、
郷
土
資
料
を
展
示

歴
史
に
残
る
船
を
生
み
出
し

て
き
た
造
船
の
町
、
大
湊

大
湊
発
、
２
つ
の

﹁
日
本
初
﹂
の
出
来
事

所 在 地　小俣町元町540
　　　　　（小俣総合支所・１階）

電話番号　㉒７８８４
開館時間　9：00～17：00
休 館 日　小俣総合支所の閉庁日
入 館 料　無料

伊勢市郷土資料コーナー

伊勢市郷土資料コーナー

現
在
開
催
中

第
８
回
企
画
展

「
大
湊
の
こ
と
。

造
船
の
こ
と
。」

冨士丸（奥）と糸満丸（手前）

広
告
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５
月
30
日
の
「
ご
み
ゼ
ロ
」

の
日
に
ち
な
み
、
次
の
と
お
り

早
朝
清
掃
を
行
い
ま
す
。

と
き　

５
月
30
日
㈯
、
午
前
７

時
〜
８
時（
集
合
は
午
前
６
時

55
分
）

集
合
場
所　

伊
勢
市
駅
前
広
場

持
ち
物　

作
業
用
手
袋
、
ご
み

ば
さ
み
、
鎌
な
ど

※
小
雨
決
行
と
し
ま
す
が
、
荒

天
時
は
６
月
６
日
㈯
に
延
期
し

ま
す
。
延
期
す
る
場
合
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

に
、
申
込
用
紙
を
同
セ
ン
タ
ー

へ※
採
用
者
を
対
象
に
、
説
明
会

お
よ
び
救
急
法
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

県
で
は
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
、
次
世
代
育
成
支
援
、
女
性

の
能
力
活
用
、
男
女
共
同
参
画

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企

業
な
ど
を
認
証
し
、
さ
ら
に
そ

の
年
度
の
認
証
企
業
の
中
か
ら

表
彰
企
業
を
選
考
し
ま
す
。

対
象　

県
内
に
本
店
ま
た
は
主

た
る
事
務
所
が
あ
り
、
県
内
に

お
い
て
事
業
活
動
を
行
う
、
常

時
雇
用
労
働
者
を
有
す
る
法
人

（
国
・
地
方
公
共
団
体
を
除
く
）

※
営
利
・
非
営
利
は
問
い
ま
せ

ん
。

募
集
期
限　

６
月
19
日
㈮（
必

着
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
し
ご
と
三
重
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.oshigoto.pref.

m
ie.lg.jp/w

ork/lively/ninsyou.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

18
歳（
高
校
生
を
除
く
）

〜
65
歳
の
泳
げ
る
健
康
な
人

活
動
期
間　

７
月
11
日
㈯
〜
８

月
30
日
㈰

勤
務
時
間　

午
前
の
部
…
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
の
部
…
午

後
１
時
〜
４
時

勤
務
場
所　

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
、

受
け
付
け
な
ど

※
１
日
７
人
体
制
で
業
務
を
し

ま
す
。

時
給　

８
８
８
円

募
集
人
数　

12
人
程
度（
面
接

に
よ
り
採
用
者
を
決
定
）

申
し
込
み　

６
月
12
日
㈮
ま
で

情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 

集

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
１
）

三
重
県
雇
用
対
策
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
４
・
２
４
５
４
）

プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

男
女
が
い
き
い
き
と

働
い
て
い
る
企
業
を
募
集

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕１０

９
万
円

催
し
物

清
掃
課（
☎
�
１
４
４
３
）

ご
み
ゼ
ロ
早
朝
清
掃

と
き　

５
月
28
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

同
病
院
生
活
習
慣
病
予

防
チ
ー
ム
に
よ
る
講
座
「
糖
尿

病
と
高
血
圧
〜
あ
な
た
の
血
圧

は
大
丈
夫
で
す
か
〜
」

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
室

（
☎
�
５
１
１
１
）

糖
尿
病
教
室

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

と
き　

６
月
５
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
７
〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員　

25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
15
日
㈮
か

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

離
乳
食
教
室

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕

約
35
万
５
千
円（
16
回
分
）

　

「『
ど
う
な
っ
て
ん
の
？
私
た

ち
の
出
す
ゴ
ミ　

パ
ー
ト
９
』

分
別
は
正
し
く　

生
ご
み
は
ギ

ュ
ー
と
、
ひ
と
し
ぼ
り
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　

５
月
30
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
�
２
８
０
０
）

環
境
学
習
会

こちらの事業は、いせトピア
「まなびのパスポート」スタ
ンプの対象講座となります。
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計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。
健
康
づ
く

り
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
、

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
せ
ん
か
？

と
き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お

り内
容　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

の
話
を
聞
い
た
後
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
自
由
に
話
し
合
い

ま
す

定
員　

各
日
40
人
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
調
理
実
習
費
３
０
０

円申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ
　

市
で
は
現
在
、
平
成
28
年
度

か
ら
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第

２
期
健
康
づ
く
り
指
針
」
を
策

定
中
で
す
。
こ
の
指
針
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
生
涯
を
通
じ
て

い
き
い
き
と
健
康
で
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
「
健
康
文

化
都
市
」
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
基
本
と
な
る

計
画
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
適
量
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

肥
満
を
予
防
す
る
に
は
、
自

分
に
合
っ
た「
適
量
を
食
べ
る
」

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
し

っ
か
り
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ

る
こ
と
で
、
食
べ
過
ぎ
を
予
防

で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
適
量
を
覚
え
、

肥
満
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月
11
日
㈭
、
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ

ー
・
１
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

適
正
カ
ロ
リ
ー
と
バ
ラ

ン
ス
食
の
講
話
、
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
バ
ラ
ン
ス
食
の
調
理
実
習

情報コーナー

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

適
正
カ
ロ
リ
ー
を
知
っ
て

肥
満
予
防
�

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

広
げ
よ
う
！
健
康
づ
く
り

の
輪
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

広げよう！健康づくりの輪　ワークショップ
と　　き と　こ　ろ

６月16日㈫、13：30～15：00 中央保健センター

６月19日㈮、13：30～15：00 小俣老人福祉会館

６月23日㈫、13：30～15：00 御薗公民館

６月26日㈮、13：30～15：00 二見老人福祉センター

６月26日㈮、19：30～21：00 中央保健センター

広
告
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木造船みずき

　

平
成
27
年
中
に
新
築
・
増
築

し
た
家
屋
を
対
象
に
、
５
〜
12

月
ご
ろ
に
市
職
員
が
固
定
資
産

税
算
定
の
た
め
の
評
価
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
同
係
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
に
ち
な
み
、
次
の
と

お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
１
日
㈪
、
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
２
階

広
報
広
聴
課
相
談
室

　

木
造
船
み
ず
き
に
乗
船
し
、

神
社
港
・
河
崎
・
大
湊
町
・
一

色
町
な
ど
勢
田
川
周
辺
の
歴

史
・
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き　

７
月
22
日
㈬
〜
８
月
31

日
㈪
の
月
・
水
・
木
・
金
曜
日

（
全
24
回
）

※
天
候
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

集
合
場
所　

神
社
海
の
駅

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

と
き　

５
月
23
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
３
時（
雨
天
の
場
合

は
５
月
24
日
㈰
に
延
期
）

と
こ
ろ　

県
営
大
仏
山
公
園

内
容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ち
び
っ
こ
縁
日（
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く

い
・
射
的
・
輪
投
げ
な
ど
）、

五
桂
池
ふ
る
さ
と
村
動
物
園
、

保
護
者

内
容　

木
造
船
み
ず
き
へ
の
乗

船（
神
社
海
の
駅
〜
大
湊
海
の

駅
〜
河
崎
川
の
駅
〜
二
軒
茶
屋

川
の
駅
）、
み
な
と
ま
ち
館
・

伊
勢
河
崎
商
人
館
・
み
そ
た
ま

り
蔵
資
料
館
の
見
学

※
６
月
上
旬
に
申
込
書
を
各
小

学
校
へ
配
布
し
ま
す
。

監
理
課（
☎
�
５
５
８
２
）

夏
休
み
子
供
体
験
ツ
ア
ー

２
０
１
５

～
木
造
船
み
ず
き
に
乗
っ
て

勢
田
川
の
歴
史
を
学
ぼ
う
～

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
�
６
５
６
５
）

大
仏
山
公
園

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局
内
・

伊
勢
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

 

（
☎
�
６
１
５
８
）

特
設
人
権
相
談
所

お
知
ら
せ

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
�
５
５
３
３
）

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
の
一
環
と
し

て
、
皇
學
館
大
学
と
連
携
し
、

小
学
生
を
中
心
と
し
た
会
員
を

対
象
に
体
験
教
室（
左
表
参
照
）

を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み　

事
前
に
同
課
へ

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
合
同
体
験
教
室

総合型地域スポーツクラブ合同体験教室

※日程は変更する場合があります。

教　室 と　　　　き ところ 定員

陸上競技

５月23日・６月20日・７月
18日･25日・８月29日・９月
26日・10月17日・11月14日・
12月12日・平成28年１月９
日・２月６日･27日（いずれ
も土曜日）、13：30～15：30

皇學館大学
第一グラウンド

各50人

バレーボール
12月24日㈭・25日㈮、
10：00～11：30

皇學館大学
総合体育館

各40人

バドミントン

５月30日㈯・６月27日㈯、
13：30～15：30 皇學館大学

総合体育館
各20人

５月31日㈰・６月28日㈰、
10：00～12：00

サッカー

５月20日㈬・６月24日㈬・
９月16日㈬・10月７日㈬・
12月９日㈬、16：30～18：00

皇學館大学
第一グラウンド

各40人

８月17日㈪、10：00～11：30

軟式野球
６月29日㈪・11月16日㈪、
17：30～19：00

倉田山公園
野球場

各30人

よさこい
６月27日㈯・８月22日㈯・
９月19日㈯、16:00～17:30

皇學館大学
総合体育館

各40人

　

次
の
歯
科
医
院
が
追
加
に
な

り
ま
し
た
。

歯
科
医
院
名　

宮
川
駅
前
歯
科

（
小
俣
町
本
町
１
８
５

－

１
、

☎
�
０
６
４
８
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

実
施
歯
科
医
院
の

お
知
ら
せ

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
・
高
齢
者

口
腔
総
合
健
康
診
査

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
、

飲
食
ブ
ー
ス
な
ど

情報コーナー

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕73万

５
千
円

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕85万

５
千
円
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※
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
空

き
家
の
場
合
は
、
基
準
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
こ
れ
ら
の
他
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
。

※
要
件
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
県
外
か
ら
市
内
の

空
き
家
へ
移
住
す
る
人
や
、
移

住
す
る
人
に
空
き
家
を
貸
す
人

を
対
象
に
、
一
定
額
の
改
修
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

　

知
り
合
い
で
移
住
を
検
討
し

て
い
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ご

案
内
く
だ
さ
い
。

移
住
対
象
者　

６
カ
月
以
上
県

外
に
在
住
し
て
い
る
人
で
、
伊

勢
市
内
の
空
き
家
に
移
住
し
、

５
年
以
上
在
住
す
る
人

対
象
工
事　

空
き
家
に
対
す
る

工
事
で
、
工
事
を
終
了
さ
せ
た

後
、
平
成
28
年
２
月
29
日
㈪
ま

で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き

る
工
事

対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る

・
介
護
保
険
の
要
介
護
２
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老

人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型
病

床
に
入
所
し
て
い
な
い

※
対
象
見
込
み
の
人
に
は
、
４

月
に
申
請
書
な
ど
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
人

で
申
請
書
が
届
か
な
い
人
は
、

同
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容　

１
カ
月
に
つ
き
６

０
０
０
円
分
の
利
用
券
を
支
給

（
要
介
護
４
〜
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
生
活
保
護
受
給
者
は

２
０
０
０
円
分
）

※
す
で
に
要
介
護
４
〜
５
の
人

で
従
来
の
介
護
用
品
支
給
事
業

利
用
券
の
支
給
を
受
け
て
い
る

　

市
で
は
、
在
宅
で
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、

介
護
に
必
要
な
お
む
つ
な
ど
に

要
す
る
経
費
の
一
部
と
し
て
利

用
券
を
支
給
し
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
「
介
護
用
品
支
給

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
に
加
え
、国
か
ら
の「
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た

め
の
交
付
金
」
を
活
用
し
た
介

護
用
品
支
給
事
業
も
実
施
し
ま

す
。
申
請
を
す
る
と
、
登
録
店

舗
で
対
象
物
品
を
購
入
す
る
際

に
利
用
で
き
る
「
介
護
用
品
支

給
事
業
利
用
券
」（
お
む
つ
券
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車

税
・
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６

月
１
日
㈪
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

情報コーナー

軽
自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て

…
課
税
課 

（
☎
�
５
５
３
１
）

軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

…
収
税
課 

（
☎
�
５
５
３
７
）

自
動
車
税
に
つ
い
て

…
三
重
県
伊
勢
県
税
事
務
所

 

（
☎
�
５
１
２
４
）

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税

の
納
付
は
納
期
限
内
に

介
護
保
険
課（
☎
�
５
６
４
７
）

平
成
27
年
度

介
護
用
品
支
給
事
業

「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
」
を
活
用
し
た

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕

６
７
９
６
万
１
千
円（
う
ち
国

補
助
金
収
入
１
６
８
９
万
７
千

円
）

建
築
住
宅
課（
☎
�
５
５
９
６
）

県
外
か
ら
市
内
の
空
き

家
へ
移
住
す
る
人
に

改
修
費
用
を
補
助

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕

４
０
０
万
円（
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
収
入
あ
り
）

人
は
、
交
付
金
を
活
用
し
た
利

用
券
も
併
せ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

利
用
券
支
給
期
間　

平
成
27
年

12
月
分
ま
で

利
用
券
利
用
期
間　

平
成
28
年

３
月
31
日
㈭
ま
で

対
象
物
品　

紙
お
む
つ
、
尿
取

り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、

紙
パ
ン
ツ
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ

ー
、
清
拭
剤
、
防
水
シ
ー
ツ
、

口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
介
護
用
品

申
請　

10
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

印
鑑
を
持
参
し
、
同
課
・
各
総

合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各
支
所

へ

広
告
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な
お
、
寄
付
後
は
市
が
道
路

と
し
て
管
理
し
、
舗
装
な
ど
を

行
い
ま
す
。

対
象
道
路　

市
が
所
有
し
て
い

る
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道
で
、
建

築
基
準
法
第
42
条
第
２
項
に
該

当
す
る
も
の

助
成
内
容　

道
路
中
心
線
か
ら

２
ｍ
後
退
し
た
後
退
用
地
を
分

筆
し
て
市
へ
寄
付
し
た
場
合
、

上
限
15
万
円
を
助
成

※
２
以
上
の
対
象
道
路
に
接
す

る
土
地
の
場
合
な
ど
は
、
助
成

金
に
加
え
て
上
限
50
万
円
の
報

償
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
一
部
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
建
築
基
準
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
４
ｍ
の
道
路
幅
員
を
確

保
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

幅
員
４
ｍ
未
満
の
道
路
を
拡

幅
整
備
す
る
た
め
の
後
退
用
地

を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
場

合
、
測
量
・
分
筆
費
用
に
対
す

る
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
下

図
参
照
）

公
聴
会
の
開
催

　

意
見
申
出
書
が
提
出
さ
れ
た

場
合
は
、
意
見
申
出
書
を
提
出

し
た
人
が
意
見
を
述
べ
る
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

６
月
12
日
㈮
、
午
後
７

時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
４

階
４

－

３
会
議
室

※
公
聴
会
の
開
催
の
有
無
は
、

縦
覧
期
間
終
了
後
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

文
字
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

っ
て
物
品
を
調
達
し
ま
す
。

※
調
達
方
針
の
全
文
な
ど
詳
し

く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
の
変
更（
特
別
用

途
地
区
の
変
更
、
用
途
地
域
の

変
更
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
素
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　

５
月
15
日
㈮
〜
29

日
㈮

縦
覧
場
所　

同
課
・
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
・
伊
勢
図
書
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

意
見
書
の
提
出

　

素
案
に
対
し
て
意
見
が
あ
る

人
は
、
意
見
申
出
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
資
格　

市
民
ま
た
は
利
害

関
係
者

提
出
方
法　

５
月
29
日
㈮
ま
で

に
、
所
定
の
用
紙（
各
縦
覧
場

所
に
あ
り
ま
す
）
を
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
同
課（
〒
516

－

8601

岩
渕
１
丁
目
７

－

29
）へ

　

「
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労

施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達

の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
平
成
27
年
度
の
伊
勢

市
の
調
達
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
は
、
市
と
し
て
障

が
い
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら
の

物
品
等
の
調
達
の
推
進
を
図
る

た
め
、
調
達
す
る
物
品
や
年
間

目
標
額
な
ど
を
定
め
た
も
の
で

す
。
市
で
は
、
こ
の
方
針
に
従

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕

３
８
０
万
円（
う
ち
国
補
助
金

収
入
１
０
７
万
７
千
円
）

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
�
５
５
５
８
、FAX
⑳
８
５
５
５
）

用
地
課（
☎
�
５
５
６
２
）

都
市
計
画
課（
☎
�
５
５
９
１
）

後
退
用
地
の
寄
付
に
助
成

障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら

の
物
品
等
の
調
達
方
針

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

都
市
計
画
素
案
の
縦
覧

障害者就労施設等からの物品等の調達方針

種別 調達品目等 調達目標額

物品
イベント・キャンペーンなど
での啓発用物品・記念品、軽
食（パンなど）など

33万円

役務
清掃作業、除草作業、軽作業
（郵便物の封入、ラベル貼り、
袋詰めなど）、回収業務など

440万円

２ｍ

２ｍ

後退用地を寄
付すると、測
量・分筆費用
を助成

既存道路の
境界線

既存道路の
境界線

道路中心線
４ｍ未満
の道路

敷地

建築物

　

障
が
い
者
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
障
害
者
相
談
員（
左

表
参
照
）
が
、
市
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
障
が
い
者
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
�
５
５
５
８
、FAX
⑳
８
５
５
５
）

障
害
者
相
談
員

障害者相談員 （敬称略）

氏　名 住　　所 連絡先

身体障害者
相談員

肢体

齋藤　　茂 宮後２丁目 090-5603-9071
酒徳　和之 二見町山田原 43－3513
下　　郁雄 小俣町元町 25－0852
清原もゝ代 常磐２丁目 25－3227

視覚 鈴木　　守 岩渕１丁目 24－0870
聴覚 村上喜代子 小俣町明野 37－3256（FAX）

知的障害者相談員
中山トキ子 上地町 25－7632
小林えり子 藤里町 22－2027

情報コーナー
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時５月17日㈰、①13：45～・②14：00～　所観光文
化会館　内①プレトーク、②チャイコフスキー交響
曲第５番ホ短調、メンデルスゾーン交響曲第３番「ス

コットランド」、ドヴォルザーク序曲「謝肉祭」の

演奏（指揮：大谷正人さん）　料前売り1,500円、当
日2,000円（高校生以下は無料）

時５月24日㈰、10：00～16：00　所観光文化会館・４
階　内午前：分科会、午後：記念講演「武力はひと
を守らない…母親の経験から」岡野八代さん（同志

社大学教授）　料500円（高校生以下は無料）
※託児できます。

時６月７日㈰、14：00～　所生涯学習センターいせ
トピア・多目的ホール　内同会会員による尺八の演
奏会

時６月13日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４号
館431教室　内講座「『源氏物語』光源氏の恋愛の世
界を旅する」中川照将さん（皇學館大学国文学科准

教授）

時６月７日㈰、14：30～　所尾崎咢堂記念館　内山
口美夕鶴さん（バイオリン）とアレクサンドル・ガラ

ガノフさん（ギター）によるコンサート　料大人…前
売り1,500円・当日2,000円、小・中学生…100円（同
会会員は無料）

※就学前の子どもは入場できません。

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

イベント掲示板 みんなの広場

伊勢管弦楽団第34回定期演奏会

南勢地区母親大会

筒音会 尺八演奏会

皇學館大学月例文化講座

デュオ・エクイノックス
バイオリン＆ギターコンサート

伊勢管弦楽団・中西さん（☎080-1371-3651）

第54回南勢地区母親大会実行委員会（☎24-6913）

筒音会・百瀬さん（☎24-1900）

皇學館大学（☎22-8635）

伊勢ギター友の会・西川さん（☎090-4868-7367）

時５月23日㈯・10：00～17：00、24日㈰・10：00～
15：00　所福祉健康センター・２階集会室２　内盆
栽・古典植物・山野草などの展示・即売（売上金の

一部を社会福祉協議会に寄付します）

時５月31日㈰、14：00～15：30　所いせ市民活動セン
ター北館（いせシティプラザ）・２階会議室Ｂ　内ク
ラシックギターの独奏会（東日本大震災復興支援）で

す。演奏曲は「禁じられた遊び」「アルハンブラの思

い出」などの予定です。　定20人　料前売り700円、
当日800円

時６月６日㈯、9：30～　所生涯学習センターいせト
ピア　内歌い手と聞き手との目に見えない空間の懸
け橋づくりを目指します。皆さまのご来場をお待ち

しています。

　６月27日（土）・10：00～15：00に伊勢バプテスト
教会で行うバザーに出品する物品（新品・未使用品）

を募集しています。収益は東北復興支援・飢餓対策

援助に充てます。

時平成27年５月～平成28年３月　内花の女王「ばら」
を咲かせてみませんか。会員募集中です。　料年会
費3,000円　申同支部へ

春の観賞植物展

ギターの名曲を集めて

伊勢歌謡友の会フェスティバル

教会チャリティー・バザー

三重ばら会南勢支部会員募集

三重グリーンクラブ・中井さん（☎0598-23-5876）

伊勢市クラシックギターを楽しむ会（☎090-5618-4463）

伊勢歌謡友の会・佐々木さん（☎090-8735-5014）

伊勢バプテスト教会（☎28-4846）

三重ばら会南勢支部（☎24-9271）

イベント掲示板
&みんなの広場

時とき 　所ところ 　対対象　内内容　定定員
料料金　 申申し込み

７月15日号＝５月29日㈮
８月１日号＝６月15日㈪

掲載申し込み
締め切り　　



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成27年度予算〕 　2,976万５千円（24回分）

発行日／平成27年５月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第165号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

　「女性が輝く伊勢市に！」をテーマに、カフェスタイル（喫茶形式）で気軽に市長と話しまし

ょう。

と　　き　６月７日㈰、午後１時30分～３時30分（受け付けは午後１時～）
と こ ろ　生涯学習センターいせトピア・３階研修室
定　　員　30人程度
申し込み　５月18日㈪から、直接または郵送・ファ

クス・Ｅメールで市民交流課（〒516-
8601岩渕１丁目７-29、FAX㉑５６４２、
アドレスkouryu@city.ise.mie.jp）へ

※入場券は、５月18日㈪から市民交流課で販売します。
また、各総合支所地域振興課で入場券の代わりに予約券

を発行します。

※託児できます。（要予約）

500円（前売りのみ）

　“あんたら男にゃ任せておけぬ。私
が変えますこの町を! ”かつて、漁業
と花街でにぎやかだった天草市牛深を
舞台に、「町おこし」のために立ち上
がった女性たち。その原動力は地域や
わが子への深い愛情だった。

主演　大竹しのぶ、松田美由紀
　　　杉田かおる

市長と話そう!! 

市民交流課内・男女共同参画れいんぼう伊勢（☎㉑５５１３）

れいんぼう
市民交流課内・男女共同参画れいんぼう伊勢（☎市民交流課内・男女共同参画れいんぼう伊勢（☎

カフェ

三重県内男女共同参画連携映画祭2015

女たちの都
～ワッゲンオッゲン～

市民交流課内・男女共同参画れいんぼう伊勢
（☎㉑５５１３）

©2012「ワッゲンオッゲン」製作委員会

と　き ６月20日土
午後１時30分～３時20分（開場は午後１時）

ところ ハートプラザみその・
多目的ホール

定　員 300人
入場料

映画上映会

映画紹介
こちらの事業は、
いせトピア「ま
なびのパスポー
ト」スタンプの
対象講座となり
ます。

（女子会）


